
▲８月５日豪雨での被害（小浜地内、宮森城橋）

災
害
災
害
にに
備備
え
る
え
る
９
月
１
日

９
月
１
日
はは
防
災
防
災
のの
日日

〜
い
ざ
と
い
う
と
き„
あ
な
た
“

そ
し
て
周
り
の
人
を
守
る
た
め
に
〜

平
成
平
成
2525
年
度
福
島
県
総
合
防
災
訓
練

年
度
福
島
県
総
合
防
災
訓
練

県
総
合
防
災
訓
練
が
、
二
本
松
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
時　

９
月
１
日（
日
）　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

開
催
場
所

郭
内
地
内（
二
本
松
北
小
学
校
、
霞
ヶ
城
公
園
駐
車
場
、
城
山
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
城
山
総
合
体
育
館
、
城
山
第
二
体
育
館
）

訓
練
当
日
二
本
松
市
内
に
い
る
皆
さ
ん
へ

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等　

当
日
は
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
も
あ
り
ま
す
。
火
災

等
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

エ
リ
ア
メ
ー
ル
配
信　

訓
練
内
容
に
よ
り
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル（
緊
急

速
報
メ
ー
ル
）が
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話（
※
）に
配
信
さ
れ
ま
す
。

二
本
松
市
内
の
配
信
対
象
エ
リ
ア
の
携
帯
電
話
所
有
者
に
対
し
て

配
信
す
る
た
め
、
一
時
的
に
エ
リ
ア
内
に
い
る
通
勤
・
通
学
者
、

観
光
客
等
も
配
信
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
携
帯
電
話
３
社（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ（
ａ
ｕ
）、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
）　

対
応
し
て
い
な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
。

道
路
状
況
等　

訓
練
実
施
中
お
よ
び
そ
の
前
後
は
、
霞
ヶ
城
公
園
周

辺
で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
通
行
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
県
警
な
ど
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
訓
練
に
参

加
し
ま
す
の
で
、
騒
音
等
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
☎（
55
）５
１
０
２
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８
月
５
日
に
は
、
１
時
間
に
１

０
０
㎜
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
降

り
、
市
内
の
複
数
箇
所
で
土
砂
崩

れ
、
床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の

冠
水
な
ど
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
で
は
復
旧
に
向
け
対

応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
を
完
全
に
予
測
し
た
り
回

避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え

を
す
る
こ
と
で
被
害
を
未
然
に
防

い
だ
り
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
し

た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
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市
で
は
、
災
害
発
生
に
備
え
備

蓄
品
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
整
備
予
定
の
備
蓄
品

○
非
常
用
保
存
食
品
ア
ル
フ
ァ
米

 

（
５
，
０
０
０
食
）

○
非
常
用
飲
料
保
存
水

 

（
５
，
０
０
０
本
）

現
在
市
で
保
管
し
て
い
る
備
蓄
品

○
非
常
用
保
存
食
品
ア
ル
フ
ァ
米

 

（
１
８
，
０
０
０
食
）

○
非
常
用
飲
料
保
存
水

 

（
１
８
，
０
０
０
本
）

○
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機　
（
17
台
）

○
無
線
機　
（
23
台
）

○
物
資
運
搬
車
両（
１
台
）　

な
ど

備
蓄
品
を
整
備
し
て
い
ま
す

ご
家
庭
で
の
飲
料
水
の
備
蓄

　

一
人
に
つ
き
、
１
日
当
た
り

３
㍑
が
目
安
で
す
。

　

３
日
分
以
上
の
飲
料
水
を
保

存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
当
た
り

　

３
㍑
×
３
日
分
＝
９
㍑

※
家
族
の
人
数
分
備
蓄
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
フ
ァ
米

　

一
度
炊
い
た
ご
飯
を
乾
燥
さ

せ
た
お
米
で
す
。

長
期
間
の
保
存
が
可
能
で
、

お
湯（
ま
た
は
水
）を
注
ぐ
だ
け

で
食
べ
ら
れ
る
た
め
、
非
常
用

保
存
食
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

熱
湯
を
注
い
だ
場
合
10
〜
20

分
程
度
、
水
を
注
い
だ
場
合
40

〜
60
分
程
度
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
行

政
機
関
や
消
防
団
な
ど
が
、
避
難

住
民
の
誘
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
公

的
支
援
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
被
害
を
受
け
や

す
い
高
齢
者
や
障
が
い
者（
災
害

時
要
援
護
者
）を
地
域
の
中
で
見

守
り
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、

避
難
支
援
者
や
地
域
の
人
た
ち
が

一
緒
に
避
難
す
る
な
ど
、
災
害
時

要
援
護
者
の
支
援
を
行
う
と
い
う

共
助
の
精
神
に
基
づ
く
地
域
活
動

の
ひ
と
つ
で
す
。

制
度
の
概
要

一
人
で
は
避
難
す
る
こ
と
が
困

難
な
方（
災
害
時
要
援
護
者
）を
支

援
す
る
た
め
、
本
人
の
申
請
に
よ

り
登
録
す
る
制
度
で
す
。

登
録
で
き
る
人

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
次
に
該
当
す
る
方

■
65
歳
以
上
の

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

・
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
員

■
要
介
護
３
以
上
の
在
宅
で
生
活

す
る
方

■
身
体
障
が
い
者（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
の
方
お
よ
び
３

級
の
一
部
の
方
）

■
知
的
障
が
い
者（
療
育
手
帳
Ａ

所
持
者
）

※
施
設
・
病
院
な
ど
に
長
期
入

所
・
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
外
で
す
。

申
請
方
法

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

高
齢
福
祉
課
、
ま
た
は
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
、
下
記
ま
で
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
ご
自
宅
へ
郵
送

し
ま
す
。

申
請
書
の
記
載
内
容

災
害
時
要
援
護
者
本
人
の
同
意

　

災
害
時
以
外
に
も
平
常
時
の
見

守
り
に
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、

要
援
護
者
本
人
の
個
人
情
報
を
、

避
難
支
援
者
の
他
、
行
政
区
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童
委
員
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
警
察

署
、
消
防
署
と
情
報
共
有
す
る
た

め
、
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。

緊
急
連
絡
先

　

家
族
や
親
族
な
ど
、
緊
急
時
の

連
絡
先
を
記
入
。

避
難
支
援
者（
２
人
以
上
）

　

災
害
時
の
避
難
等
を
支
援
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
、
ご
近
所
の
協

力
者
を
避
難
支
援
者
と
し
て
記
入
。

※
避
難
支
援
者
と
は
、
災
害
時
要

援
護
者
に
対
し
て
、
日
常
生
活

の
中
で
見
守
り
や
声
掛
け
が
で

き
、
災
害
時
に
駆
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
近
隣
の
住
民
の
方

で
す
。
で
き
る
範
囲
で
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

　

か
か
り
つ
け
医
・
疾
病
歴
・
避

難
場
所
な
ど

申
込
期
間

　

随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
４

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

☎（
55
）５
１
１
３

〜
地
域
の
絆
で
支
え
あ
い
〜

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
制
度
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『
特
別
警
報
』の
発
表
が

開
始
さ
れ
ま
す

気
象
庁
で
は
、
平
成
25
年
８
月

30
日
か
ら
、
新
し
く「
特
別
警
報
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

特
別
警
報
と
は
、「
平
成
23
年
新

潟
・
福
島
豪
雨
」の
よ
う
な
数
十

年
に
一
度
あ
る
か
ど
う
か
の
豪
雨

や
津
波
な
ど
が
予
測
さ
れ
、
重
大

な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高
ま

っ
て
い
る
場
合
に
、
気
象
庁
が
最

大
限
の
危
機
感
・
切
迫
感
を
伝
え

る
た
め
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
警
報
の
発
表
を
知
っ
た
ら
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
ま
で
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
警
報
が
発
表

さ
れ
た
段
階
で
こ
れ
ま
で
ど
お
り

十
分
な
警
戒
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/
kishou/know

/tokubetsu-
keiho/index.htm

l

◎
問
い
合
わ
せ
…

気
象
庁
福
島
地
方
気
象
台
防
災

業
務
課

　

☎
０
２
４（
５
３
４
）０
３
２
１

早
め
の
避
難
を
心
掛
け
る

避
難
は「
ま
さ
か
」で
な
く

「
も
し
も
」で

　

地
震
や
大
雨
な
ど
の
際
に
避
難

す
べ
き
か
ど
う
か
迷
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

迷
っ
た
と
き
は「
ま
さ
か
」で
は

な
く「
も
し
も
」で
考
え
、
早
め
早

め
の
避
難
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

ど
う
い
う
場
合
に
避
難
す
る
の

市
や
消
防
、
警
察
な
ど
か
ら
、

災
害
の
発
生
す
る
危
険
性
に
応
じ

て
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出
ま

す
。

避
難
勧
告
…
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
な
ど
に
対
し
、
避
難
の
た

め
の
立
ち
退
き
を
勧
め
る
た
め

に
出
さ
れ
ま
す
。
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。

避
難
指
示
…
避
難
勧
告
よ
り
、
被

害
の
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
場

合
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に

対
し
、
緊
急
の
避
難
を
強
く
訴

え
る
た
め
に
出
さ
れ
ま
す
。
必

ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

※
広
域
的
な
災
害
が
予
測
さ
れ
る

場
合
な
ど
に
は
、
地
域
の
防
災

組
織
や
住
民
の
判
断
で
自
主
的

に
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

９月９日はなんの日かご存じですか
９（きゅう）月９（きゅう）日で、「救急の日」です。
突然の事故や病気などのとき、救急隊が現場に到着するまでの間に、救急現場に居合わせた人が、迅

速な119番通報、適切な応急手当を速やかに実施することにより、傷病者の救命効果が一層向上します。
この日を機会に、皆さんも適切な応急措置や救命活動への理解を深めていただき、一人でも多くの傷

病者の救命にご協力ください。

　救急医療週間　９月８日（日）～14日（土）
全国各地で応急手当の講習会を中心とした救急に関するさまざま

な行事が開催されます。

◎問い合わせ…安達地方広域行政組合北消防署☎（24）1573
安達地方広域行政組合南消防署☎（33）2875


